
様式１ 評価表（第９条関係） 

 

平成 27 年度 水道記念館の業務の総合評価 

平成 27年 度 

事業計画目標 

・平成27年度における来館者数及びイベント参加者数４万人を目指す。 

・来館者等が満足する事業を目指す。 

 

実 

施 

内 

容 

項目 実施結果の概要 評価 

施
設
設
置
・
維
持 

水道記念館等の施設について、「事業計画」に基づき計画

的な維持・修繕を実施し、おおむね良好な状態を維持した。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

展示装置については、老朽化のため、故障が多いことか

ら、施設・設備・展示品の今後の維持管理の方向性について

検討した。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

普
及
啓
発
活
動 

社会科見学等の来館者受付・案内及び各種イベントについ

て、「事業計画」に基づき計画的に実施した。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

管
理
・
運
営 

水道記念館の良好な維持管理に努めるとともに、清掃や

水の広場の除草等を日常的に行い、運営する上で良好な状

態を維持した。 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

そ
の
他 

広報グッズや各種配付品により、有効な水道記念館のＰＲ

に努めた。 
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

成   果 

神奈川県企業庁は、水道記念館事業を通じて県営水道事業に関する理解等の普

及啓発を図ることができた。 

一般財団法人かながわ水・エネルギーサービスは、水道事業の歴史や役割、水

資源の保全と有効利用等について普及啓発を図ることができた。 

今後の課題 

来館者数は前年に比べ増えてきてはいるが、事業計画目標の４万人を達成でき

なかったことから、更なる集客方法の見直しなど、来館者の確保と満足度の向上

に努める必要がある。 

今後の対応 

神奈川県企業庁は、展示施設等の計画的な維持・更新を行い、水道記念館のイ

ベント情報の発信などを行うことにより、来館者数の増加を図る。 

一般財団法人かながわ水・エネルギーサービスは、外部イベントを活用するな

ど水道に関する知識の普及啓発活動を幅広く実施するとともに、来館者の満足度

の把握に努める（来館者の満足度調査を実施する）。 

   
Ａ（大いにそう思う） Ｂ（そう思う） Ｃ（あまり思わない） Ｄ（そう思わない） 


